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更
新

の
講
義
内
容

言
語
文
化
「
西
欧
言
語
文
化
圏
」

14

―
そ
の
３

英
国
・
米
国
と
日
本
―

欧
米
国
か
ら
近
代
日
本
が
得
た
生
活
の
基
本
で
あ
る
「
衣
・
食
・
住
」
の
文
化
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
明

治
の
雑
誌
『
太
陽
』
を
通
し
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
最
初
に
、
前
田
正
名
（
談
）
「
肉
食
の
必
要
」
と
い
う
コ
ラ
ム
が
あ
る
。
次
に
挙
げ
て
お
く
。

一

肉
食
の
必
要
（
前
田
正
名
氏
の
談
）

縱
ひ
肉
食
の
人
生
に
必
要
な
ら
ざ
る
は
、
方
今
學
者
の
徃
々
唱
ふ
る
所
な
り
と
す
る
も
、
我
人
の
經
驗
は
實
に
人
生

の
強
健
上
其
必
要
な
る
を
知
る
、
大
和
人
種
の
改
良
上
肉
食
の
必
要
な
る
、
余
輩
常
に
之
を
唱
ふ
る
一
日
の
故
に
あ
ら

ず
、
近
頃
前
田
正
名
が
京
都
に
於
け
る
全
國
家
禽
及
畜
産
家
の
懇
親
會
塲
に
於
て
談
話
せ
る
所
、
聊
か
穩
當
に
欠
く
所

な
き
に
あ
ら
ざ
る
も
、
其
要
記
す
る
に
足
ら
ず
と
せ
ん
や
。

今
我
邦
の
時
勢
を
佛
國
ヘ
ン
リ
ー
四
世
の
時
代
（
今
よ
り
五
百
年
前
）
に
比
す
れ
ば
進
歩
せ
し
も
の
頗
る
多
し
然
れ

ど
も
鷄
、
牛
等
家
禽
家
畜
の
如
き
に
至
り
て
は
當
時
の
佛
國
よ
り
も
日
本
は
更
に
劣
等
の
地
位
に
あ
り
と
云
は
ざ
る
べ

か
ら
ず
。
ヘ
ン
リ
ー
四
世
曾
つ
て
君
側
に
語
て
曰
く
、
何
れ
の
日
か
我
國
民
を
し
て
一
週
一
度
づ
ゝ
鷄
肉
の
ソ
ツ
プ
を

飮
む
を
得
せ
し
む
べ
き
乎
と
、
然
る
に
今
日
我
國
民
は
一
年
一
度
鷄
肉
を
食
む
し
む
る
こ
と
容
易
の
事
に
あ
ら
ず
。
不

幸
に
も
全
國
到
る
所
、
牛
鍋
屋
・
し
や
も
屋
な
ど
堂
々
と
し
て
招
牌
を
掲
げ
居
る
こ
と
之
れ
國
の
富
ま
ざ
る
こ
と
を
證
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し
、
家
禽
家
畜
の
盛
な
ら
ざ
る
を
證
す
る
も
の
と
い
ふ
べ
し
。
誠
に
耻
ヶ
敷
こ
と
な
り
。
此
看
板
を
撤
去
せ
し
む
る
と

否
と
は
諸
君
の
熱
心

如
何
に
あ
り
宜
し
く
牛
肉
鷄
肉
の
如
き
は
毎
日
戸
毎
に
野
菜
を
扱
ふ
如
く
な
ら
し
め
ざ
る
べ
か

ら
ず世

人
口
を
開
け
ば
歐
米
と
對
立
を
説
く
然
れ
ど
も
吾
人
の
躰
格
は
其
祖
先
よ
り
遙
か
に
劣
れ
り
殊
に
近
來
時
勢
の
切

迫
よ
り
空
理
空
論
の
爲
め
に
惑
は
さ
れ
神
經
病
者
の
増
加
を
來
せ
り
是
れ
畢
竟
躰
力
健
全
な
ら
ざ
る
が
爲
め
十
二
分
の

勇
氣
を
以
て
神
經
の
過
敏
に
打
勝
つ
能
は
ざ
る
に
依
れ
り
日
本
を
以
て
一
世
界
を
見
做
せ
る
時
代
に
は
大
根
菁
蕪
に
て

も
宜
し
か
ら
ん
か
な
れ
ど
も
已
に
萬
國
と
衡
を
爭
は
ん
と
す
る
今
日
の
塲
合
躰
格
は
尤
も
壯
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
則
ち

文
明
各
國
は
一
人
平
均
牛
肉
八
十
斤
乃
至
百
五
十
斤
を
食
し
日
本
人
は
僅
々
一
人
平
均
半
斤
強
に
當
る
予
等
幼
少
の
時

分
實
際
犬
を
撲
殺
し
て
喰
ひ
斃
牛
肉
等
を
喰
ひ
健
啖
を
以
て
誇
り
し
時
分
に
は
勇
氣
勃
々
身
躰
も
甚
健
康
な
り
し
も
其

後
長
崎
に
遊
學
せ
し
頃
よ
り
は
其
等
の
食
物
な
き
爲
め
勇
氣
稍
く
衰
へ
た
る
を
感
ず
玉
利
學
士
の
如
き
其
他
の
諸
君
は

熱
心
私
費
を
抛
ち
斯
業
の
爲
め
に
盡
せ
る
も
一
人
の
力
以
て
十
分
の
効
果
を
奏
し
難
き
は
當
然
な
り
須
く
此
協
會
團
結

の
力
を
以
て
上
下
共
に
此
業
の
一
家
及
國
家
に
有
益
な
る
所
以
を
悟
ら
し
め
ん
こ
と
を
夫
の
壯
麗
な
る
第
宅
別
墅
を
起

し
て
而
か
も
身
躰
の
榮
養
に
毫
も
思
ひ
至
る
こ
と
な
く
又
花
柳
社
會
に
放
浪
し
て
豪
者
の
遊
を
事
と
し
て
而
か
も
其
身

躰
殆
ん
ど
衣
に
堪
へ
ざ
る
が
如
き
も
の
世
間
其
人
少
し
と
せ
ず
果
し
て
之
れ
何
の
心
ぞ
や
國
民
筋
骨
の
強
を
圖
り
盡
く

健
全
の
人
た
ら
ば
國
家
の
強
健
は
自
ら
此
時
に
見
る
を
得
ん
今
日
の
時
勢
は
家
禽
家
畜
の
業
を
盛
に
し
て
國
の
要
素
を

鞏
固
な
ら
し
む
べ
き
好
機
會
な
り
と
云
ふ
べ
し
云
々

次
に
、
同
じ
く
七
月
号
に
、
科
學
「
電
書
機
」
と
い
う
コ
ラ
ム
が
見
え
て
い
る
。

二

電
書
機
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電
話
機
の
發
明
あ
り
て
よ
り
は
、
人
類
は
數
千
里
外
に
達
す
る
音
聲
を
附
與
せ
ら
れ
た
る
が
如
く
、
身
は
シ
カ
ゴ
に

在
り
乍
ら
、
紐
育
の
人
の
音
聲
を
宛
が
ら
其
目
前
に
在
る
が
如
く
に
聞
く
こ
と
を
得
、
實
に
此
發
明
あ
り
て
よ
り
萬
般

の
事
務
上
に
著
し
き
變
化
を
來
し
ぬ
、
さ
れ
ど
他
の
物
の
如
く
此
機
に
も
亦
缺
點
無
き
能
は
ず
、
賣
買
上
等
に
甚
だ
安

全
な
ら
ず
、
精
細
な
る
こ
と
を
通
知
し
、
或
は
記
載
の
必
要
あ
る
塲
合
等
は
非
常
に
不
便
に
て
、
又
特
種
な
る
名
稱
記

號
等
前
後
の
語
無
く
し
て
了
解
し
難
き
事
屡
々
あ
り
、
又
之
に
據
り
て
賣
買
等
の
約
定
を
爲
し
、
若
し
紛
爭
を
生
ず
る

事
あ
り
て
も
、
何
の
證
據
も
殘
ら
ざ
れ
ば
、
之
を
法
庭
に
訴
ふ
る
事
能
は
ざ
る
な
り
、

此
程
米
國
に
て
發
明
し
た
る
電
書
機
と
名
く
る
新
機
は
、
能
く
是
等
の
不
便
を
補
な
ひ
、
電
信
電
話
の
兩
機
に
優
れ
る

完
全
な
る
も
の
な
り
、
即
は
ち
其
名
稱
の
示
す
如
く
、
電
氣
の
作
用
に
て
書
を
遠
距
離
に
傳
通
し
得
べ
き
機
械
に
て
、

發
信
機
に
書
す
る
と
同
時
に
、
同
一
の
文
字
が
受
信
機
の
紙
上
に
顯
は
る
ゝ
仕
懸
け
な
り
、
解
釋
す
れ
ば
、
懸
隔
せ
る

兩
地
に
て
同
時
に
一
對
の
事
を
書
く
長
き
筆
と
も
云
ふ
可
く
、
猶
彼
の
電
話
機
が
同
時
に
遠
距
離
に
て
聞
か
る
ゝ
長
き

口
舌
と
云
ひ
得
べ
き
が
如
し
、
第
一
圖
に
其
形
を
示
せ
り
、
此
機
の
發
明
者
は
、
少
壯
よ
り
電
氣
交
通
上
の
事
に
意
思

を
凝
し
、
夙
に
舊
法
の
缺
點
に
着
目
し
、
如
何
に
も
し
て
之
れ
を
改
良
せ
ん
と
、
多
年
の
苦
心
の
後
終
に
此
機
を
發
明

し
た
る
な
り
、
發
明
者
が
此
機
の
製
作
を
創
め
た
る
は
、
實
に
今
よ
り
六
年
以
前
に
し
て
、
老
練
な
る
助
手
を
傭
ひ
、

適
當
な
る
工
作
塲
を
搆
へ
、
爾
後
改
良
に
改
良
を
加
へ
工
夫
に
工
夫
を
凝
し
、
始
め
て
今
日
の
完
成
を
致
し
た
る
も
の

に
て
、
其
間
の
苦
心
實
に
想
像
す
べ
く
、
彼
の
一
朝
一
夕
の
考
案
に
成
る
淺
薄
な
る
機
械
と
、
同
一
視
す
べ
き
も
の
に

あ
ら
ざ
る
な
り
、

機
械
全
躰
の
搆
造
を
精
細
に
説
明
せ
ん
は
、
素
よ
り
容
易
の
事
に
あ
ら
ず
、
茲
に
は
唯
其
使
用
法
に
就
き
て
一
寸
一
言

す
べ
し
、
此
機
の
發
信
器
と
受
信
器
と
は
別
に
備
は
り
居
れ
り
、
發
信
に
は
普
通
の
鉛
筆
を
用
ゐ
る
仕
懸
け
に
て
、
此

鉛
筆
の
尖
頭
に
近
く
、
相
互
に
直
角
を
爲
す
樣
に
、
二
條
の
絹
絲
に
て
括
り
、
此
絹
絲
の
端
は
機
關
と
結
合
し
居
り
て
、

其
作
用
に
因
り
、
發
信
鉛
筆
の
運
動
に
隨
ひ
、
電
線
の
他
端
な
る
受
信
の
筆
を
動
か
す
仕
懸
け
な
り
、
紙
は
普
通
の
も
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の
を
用
ゐ
、
幅
五
イ
ン
チ
位
に
て
、
機
械
に
結
合
せ
る
軸
に
卷
き
付
け
、
發
信
者
が
紙
を
動
か
さ
ん
と
欲
す
る
塲
合
に

は
、
左
側
の
槓
杆
を
押
す
時
は
、
電
氣
の
作
用
に
て
、
同
時
に
受
信
者
の
方
の
紙
を
も
動
か
し
得
る
な
り
、
受
信
の
方

に
て
は
、
微
細
な
る
硝
子
管
が
備
へ
あ
り
、
此
管
は
不
斷
墨
汁
を
供
給
せ
ら
れ
て
、
發
信
者
の
鉛
筆
と
同
時
に
同
方
向

に
動
く
を
以
て
、
發
信
者
の
描
く
と
同
樣
の
書
又
は
畫
を
紙
上
に
描
く
な
り
、
第
二
圖
に
示
す
も
の
ゝ
中
、
左
方
な
る

は
發
信
者
の
描
き
た
る
者
に
し
て
、
右
方
な
る
は
受
信
の
紙
上
に
現
は
れ
た
る
者
な
り
、
前
者
は
鉛
筆
に
し
て
後
者
は

墨
汁
な
る
が
、
何
人
も
容
易
に
其
差
違
を
見
別
る
能
は
ざ
る
べ
し
、
此
機
の
電
信
電
話
等
に
勝
れ
る
要
點
は
、
單
に
言

詞
の
み
な
ら
ず
、
圖
畫
其
他
如
何
や
う
な
る
符
號
に
て
も
、
隨
意
に
通
達
し
得
べ
き
こ
と
な
り
、
此
機
の
特
有
す
る
效

用
を
概
説
す
れ
ば
左
の
如
し
、

此
機
は
各
自
其
自
筆
を
以
て
通
達
し
得
ら
る
ゝ
が
故
に
、
多
人
數
が
相
關
係
し
て
一
事
務
を
取
扱
か
ふ
塲
合
に
も
、
互

ひ
に
懸
隔
し
乍
ら
恰
も
一
同
が
一
室
内
に
在
る
が
如
く
に
用
を
辨
じ
得
べ
く
、
從
來
書
状
に
て
交
通
し
來
り
た
る
事
は
、

一
切
此
電
線
に
て
辨
じ
得
ら
る
ゝ
故
、
今
日
の
電
話
の
如
く
、
一
般
に
此
機
を
使
用
す
る
に
到
ら
ば
、
都
府
の
商
人
等
、

復
書
状
を
發
す
る
の
必
要
無
き
に
到
ら
ん
、
數
多
の
市
府
の
交
換
局
よ
り
、
悉
く
本
線
に
結
合
す
る
こ
と
を
得
る
を
以

て
、
商
人
な
ど
が
遠
隔
の
地
に
在
り
乍
ら
、
自
筆
に
て
即
時
に
我
家
に
向
ふ
て
命
を
下
す
を
得
、
又
證
書
を
認
め
爲
替

を
組
み
、
或
は
株
券
の
賣
買
其
他
金
錢
上
の
約
定
取
引
等
を
爲
す
に
最
確
實
な
り
、
又
新
聞
社
な
ど
が
、
之
に
依
り
て

通
信
を
受
取
る
時
は
、
電
信
等
と
違
ひ
て
通
信
者
の
自
筆
を
得
る
を
以
て
、
其
條
款
を
確
め
得
べ
く
、
又
人
の
肖
像
な

ど
を
、
即
時
に
遠
隔
の
地
に
通
じ
得
ら
る
ゝ
を
以
て
、
探
偵
上
に
非
常
の
便
利
あ
り
、
而
し
て
秘
密
通
信
を
爲
す
塲
合

に
は
、
實
に
之
に
勝
る
者
な
し
、
電
書
機
は
電
信
電
話
と
異
な
り
て
、
發
信
者
と
受
信
者
の
間
に
在
り
て
働
く
の
人
を

要
せ
ざ
れ
ば
、
决
し
て
秘
密
の
漏
洩
す
る
患
あ
ら
ざ
る
な
り
、
發
明
後
日
尚
淺
き
を
以
て
未
だ
偏
ね
く
用
ゐ
ら
れ
ざ
れ

ど
も
、
遠
か
ら
ず
一
般
に
設
置
せ
ら
れ
て
、
電
信
電
話
等
を
壓
倒
す
る
に
到
る
べ
し
、
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最
後
に
、
飯
田
旗
軒
の
「
日
本
と
欧
米
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

三

日
本
と
歐
米

飯
田
旗
郎

雪
月
花
一
度
に
み
す
る
卯
月
か
な
、
と
は
貞
徳
と
呼
べ
る
風
雅
人
の
詠
み
た
る
句
、
今
日
此
頃
の
花
日
和
、
花
な
ら

で
雪
、
雪
な
ら
で
月
、
四
邊
滿
目
、
花
も
雪
も
月
も
一
度
に
見
る
此
卯
月
ぞ
、
誠
に
嬉
し
か
り
け
る

中
に
も
櫻
花
、
朝
日
に
匂
ふ
山
櫻
こ
そ
、
花
の
王
と
こ
そ
申
す
べ
け
れ
、
之
れ
も
千
代
ま
す
大
君
の
惠
に
こ
そ

朝
日
に
匂
ふ
日
本
帝
國
は
今
や
實
に
此
卯
月
に
際
會
せ
り
、
花
は
滿
ち
雪
に
景
色
を
添
へ
月
も
稍
景
色
を
と
ゝ
の
へ
て

一
時
に
國
民
を
喚
起
せ
し
め
た
り

弱
き
を
救
ひ
邪
を
挫
く
、
正
々
堂
々
仁
義
の
師
を
起
し
て
惡
逆
無
道
の
豚
尾
人
種
を
膺
懲
し
た
る
其
結
果
は
、
日
本

帝
國
の
眞
髓
を
萬
國
に
發
揚
し
、
大
和
撫
子
の
名
譽
と
優
秀
と
を
宇
内
に
照
遍
せ
し
め
た
り
、
花
に
嵐
の
小
山
あ
り
し

は
寧
ろ
世
の
中
の
常
情
な
り
け
れ
ど
も
、
之
を
償
ふ
に
無
條
件
休
戰
て
ふ
大
度
大
仁
の
待
遇
を
な
し
た
る
は
萬
人
が
萬

人
思
ひ
設
け
ざ
る
と
こ
ろ
、
宜
な
り
平
常
吾
國
に
敵
意
を
表
す
る
海
外
人
も
流
石
に
口
を
〓
み
て
默
退
す
る
よ
り
外
は

な
く
、
萬
國
の
新
聞
紙
上
下
人
士
、
高
義
博
愛
寛
仁
に
感
動
し
て
日
本
國
民
の
度
量
識
神
、
其
眞
髓
を
度
り
兼
ぬ
る
に

至
り
た
る
は
甚
だ
以
て
愉
快
の
至
り
な
る
な
り

米
穀
、
被
服
、
軍
器
彈
藥
、
金
銀
財
寳
、
此
の
如
き
分
捕
物
は
其
數
を
知
ら
ず
、
黄
金
の
山
を
積
み
累
ね
て
築
き
た

る
大
軍
艦
や
砲
臺
、
白
銀
の
函
を
卷
き
散
し
て
設
計
し
た
る
港
灣
や
田
地
、
悉
く
皆
な
吾
が
手
に
占
領
せ
ら
れ
て
自
由

自
在
、
而
し
て
今
や
幾
億
萬
の
償
金
は
這
入
り
て
帝
國
に
充
實
せ
ら
れ
、
肥
沃
な
る
土
地
は
改
め
て
帝
國
の
版
圖
に
加

は
り
て
其
富
を
殖
さ
ん
と
す
、

試
み
に
償
金
を
取
り
て
考
究
せ
よ
、
假
り
に
五
億
兩
と
定
め
て
之
を
計
算
す
れ
ば
、
其
總
重
量
五
百
四
萬
貫
目
と
な
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り
、
噸
數
に
換
算
し
て
一
萬
八
千
六
百
有
餘
噸
と
な
る
、
之
を
一
千
噸
積
の
船
舶
に
て
清
國
よ
り
我
國
に
運
搬
せ
ん
に

は
汽
船
大
凡
十
九
艘
を
要
す
べ
し
、
今
又
之
を
日
本
貨
幣
に
換
算
せ
ば
七
億
五
千
六
百
萬
圓
と
な
り
、
之
を
一
圓
銀
貨

を
以
て
一
ッ
一
ッ
に
列
べ
て
延
長
す
れ
ば
七
萬
三
千
三
百
有
餘
里
と
な
る
、
即
は
ち
全
地
球
の
中
心
を
五
六
回
廻
は
す

に
足
る
べ
し
、
豈
大
な
る
富
に
は
非
ず
や

之
に
加
ふ
る
に
無
形
の
大
利
益
、
金
力
も
て
得
ら
れ
ざ
る
富
、
帝
國
民
の
仁
義
博
愛
の
大
性
質
は
光
輝
を
以
て
萬
國

に
發
露
し
、
宇
内
最
も
完
全
な
る
社
會
は
吾
が
日
本
帝
國
に
の
み
之
を
見
る
こ
と
を
得
べ
き
に
至
ら
ん
と
す

景
色
の
麗
は
し
き
、
氣
候
の
温
な
る
故
を
以
て
の
み
知
ら
れ
た
る
帝
國
は
今
日
以
後
は
總
て
の
點
を
以
て
世
界
に
顯
は

れ
ん
と
す
、
世
人
巴
里
を
稱
し
極
樂
淨
土
と
言
ふ
と
雖
も
、
之
れ
は
寧
ろ
外
觀
人
工
的
の
極
樂
淨
土
の
み
、
眞
の
人
間

の
極
樂
淨
土
は
實
に
吾
が
帝
國
に
於
て
の
み
見
出
す
を
得
べ
け
ん

朝
日
に
匂
ふ
山
櫻
、
今
日
此
頃
の
帝
國
は
抑
も
如
何
な
る
有
樣
に
在
る
乎
、
春
光
陽
氣
に
浮
か
さ
れ
て
夢
か
現
の
時

候
に
心
思
蕩
然
た
ら
ん
と
す
る
が
如
く
、
雪
も
月
も
花
も
一
度
に
眼
前
に
現
は
れ
來
り
て
國
民
は
殆
ん
ど
己
れ
を
忘
れ

た
る
が
如
き
な
り
、
極
樂
は
天
に
の
み
在
り
と
聞
く
、
果
し
て
然
ら
ば
此
榮
華
の
花
は
一
ト
時
の
夢
か
、
榮
華
の
餘
り

に
一
時
に
、
餘
り
に
大
な
る
は
吾
人
を
し
て
夢
心
地
あ
ら
し
む
る
な
り
、
『
邯
鄲
』
は
夢
物
語
な
り
と
聞
く
、
其
夢
物

語
は
實
に
帝
國
民
の
今
日
及
今
日
以
後
の
有
樣
を
言
顯
は
せ
る
な
り
、
呂
生
の
夢
に
云
は
く

有
難
の
景
色
や
な
、
も
と
よ
り
高
き
雲
の
上
、
月
も
光
は
明
ら
け
き
、
雲
龍
閣
や
阿
房
殿
、
光
も
み
ち
～
～
て
實
に
も

妙
な
る
有
樣
の
、
庭
に
は
金
銀
の
砂
を
敷
き
、
四
方
の
か
ご
め
の
玉
の
戸
を
、
出
入
る
人
ま
で
も
、
光
を
飾
る
粧
は
、

誠
や
名
に
聞
し
、
寂
光
の
都
喜
見
城
の
た
の
し
み
も
斯
く
や
と
思
ふ
ば
か
り
の
景
色
か
な
。
千
顆
萬
顆
の
御
寳
の
數
を

つ
ら
ね
て
さ
ゝ
げ
も
の
、
千
戸
萬
戸
の
旗
の
あ
し
、
天
に
色
め
き
地
に
ひ
ゞ
く
籟
の
聲
も
夥
し
、
籟
の
聲
も
お
び
た
ゞ

し
。
東
に
三
十
餘
丈
に
、
銀
の
山
を
つ
か
せ
て
は
、
金
の
日
輪
を
出
さ
れ
た
り
、
西
に
三
十
餘
丈
に
、
金
の
山
を
つ
か

せ
て
は
、
銀
の
月
光
を
出
さ
れ
た
り
、
譬
へ
ば
是
は
、
長
生
殿
の
内
に
は
、
春
秋
を
と
め
り
、
不
老
門
の
前
に
は
、
日
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月
遲
し
と
い
ふ
心
を
學
ば
れ
た
り
（
中
略
）
悦
び
の
歌
を
謠
ふ
夜
も
す
が
ら
、
日
は
又
出
で
ゝ
明
ら
け
く
成
つ
て
、
夜

か
と
思
へ
ば
晝
に
な
り
、
晝
か
と
思
へ
ば
月
ま
た
さ
や
け
し
、
春
の
花
さ
け
ば
、
紅
葉
も
色
濃
く
、
夏
か
と
思
へ
ば
、

雪
も
降
り
つ
ゝ
、
四
季
折
節
は
目
の
前
に
て
、
春
夏
秋
冬
萬
木
千
草
も
一
時
に
花
さ
け
り
、
面
白
や
、
不
思
議
や
な
…

…
…愉

快
、
愉
快
、
生
き
て
此
世
に
會
ふ
亦
人
類
の
至
幸
と
言
は
ず
し
て
何
ぞ
や
、
然
し
な
が
ら
此
至
幸
を
受
く
る
と
同

時
に
、
此
大
名
譽
大
幸
福
を
國
家
が
永
く
保
持
し
て
此
世
に
立
た
ん
事
、
吾
人
の
希
ひ
且
務
め
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の

な
り
、
歴
史
は
埃
及
や
羅
馬
や
希
臘
や
ネ
ー
プ
ル
が
邯
鄲
的
の
極
樂
社
會
を
作
り
た
る
こ
と
を
示
し
た
れ
ど
も
、
今
日

是
等
の
邦
土
が
如
何
の
現
况
に
在
る
か
は
言
は
ず
と
も
讀
者
は
知
ら
ん
、
今
日
は
殆
ん
ど
野
蠻
人
種
の
實
相
を
呈
す
る

支
那
人
も
孔
夫
子
の
如
き
大
人
傑
を
太
古
に
於
て
出
し
、
儒
教
禮
樂
哲
學
倫
理
の
如
き
殆
ん
ど
天
力
に
非
ざ
れ
ば
案
じ

得
ざ
る
至
理
を
言
明
せ
し
な
り
、
日
本
今
日
世
界
の
完
全
な
る
美
強
な
る
社
會
を
組
織
し
得
て
も
、
永
く
之
を
保
維
す

る
の
精
神
を
國
民
に
固
着
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
仙
家
の
酒
か
う
が
い
の
盞
、
壽
命
は
千
代
ぞ
と
菊
の
酒
、
榮
花
の
春
も

萬
づ
歳
、
君
も
豐
に
民
さ
か
へ
、
國
土
安
全
長
久
の
、
榮
花
も
彌
増
に
猶
悦
び
は
増
り
草
の
、
菊
の
盞
と
り
～
゛
に
飮

み
傳
ふ
こ
そ
、
名
に
お
ふ
神
州
國
民
の
心
懸
な
る
べ
け
れ

有
識
な
る
國
民
は
既
に
膨
脹
後
の
帝
國
に
關
し
て
經
綸
を
説
け
り
、
戰
後
必
然
に
起
る
べ
き
商
戰
に
就
て
、
國
民
教

育
に
就
て
、
戰
後
の
財
政
經
濟
に
就
て
、
新
版
圖
の
拓
植
に
就
て
、
海
陸
の
軍
政
整
頓
に
就
て
、
種
々
の
問
題
を
提
起

し
、
之
を
講
究
し
、
之
を
説
明
せ
り
、
余
も
亦
商
戰
方
略
に
就
き
て
卑
見
を
述
べ
、
又
卑
見
を
述
べ
ん
と
欲
す
る
も
の

な
れ
ど
も
、
今
本
篇
に
於
て
は
暫
ら
く
茲
に
論
及
せ
ず
、
余
は
本
編
に
於
て
は
日
本
人
種
な
る
も
の
は
如
何
な
る
實
躰

を
備
ふ
る
も
の
な
る
乎
を
講
究
し
彼
の
歐
米
人
種
、
夫
の
英
獨
米
露
西
那
佛
等
人
種
は
如
何
な
る
實
想
に
在
り
、
如
何

に
成
り
行
く
可
き
乎
を
講
究
し
て
、
少
し
く
日
本
國
民
の
將
來
に
論
及
せ
ん
と
す

四
邊
滿
目
、
萬
木
千
草
、
皆
花
な
ら
ざ
る
は
な
く
、
單
重
櫻
、
八
重
櫻
、
桃
李
、
梨
花
、
山
吹
山
茶
、
櫻
草
蓮
蕘
、
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所
謂
百
花
爛
漫
各
々
其
躰
を
保
ち
て
彼
處
此
處
に
立
て
る
は
今
日
此
頃
の
世
界
な
り
、
十
人
十
種
、
百
草
百
色
の
趣
を

有
し
て
生
え
た
る
此
草
花
、
何
れ
優
り
劣
り
の
有
る
べ
き
筈
な
く
、
紅
は
紅
、
白
は
白
、
黄
は
黄
、
桃
は
桃
、
其
特
色

は
各
之
れ
を
有
す

世
界
の
人
種
、
白
き
あ
り
黒
き
あ
り
、
赤
き
あ
り
黄
な
る
あ
り
、
恰
か
も
今
日
花
の
種
々
な
る
色
を
保
ち
て
彼
處
此

處
に
生
え
た
る
が
如
く
、
國
民
を
形
造
く
り
て
存
在
す
、
白
な
る
も
の
最
も
善
き
乎
、
黒
な
る
も
の
最
も
好
き
乎
、
將

た
赤
か
黄
乎

花
の
色
の
如
く
、
白
き
人
種
善
し
と
の
み
限
ら
ず
、
黒
き
も
の
惡
し
と
の
み
限
ら
ず
、
赤
き
人
種
に
勝
れ
る
も
の
あ

る
べ
く
、
黄
色
人
種
に
優
れ
た
る
性
質
も
あ
る
べ
し
、
唯
人
類
は
萬
物
の
靈
と
あ
り
て
頭
腦
精
神
を
有
す
る
を
以
て
、

頭
腦
骨
格
に
由
り
て
其
性
質
智
識
に
相
違
を
來
す
こ
と
あ
る
べ
き
も
、
單
に
色
の
み
を
以
て
智
力
精
神
を
判
斷
す
べ
け

ん
や
、
况
ん
や
、
西
洋
が
未
だ
蒙
昧
な
る
間
に
、
東
洋
は
一
ト
度
隆
盛
な
る
文
明
開
化
の
花
を
有
し
た
る
こ
と
あ
る
に

於
て
を
や

然
る
を
、
彼
れ
西
洋
人
は
殆
ん
ど
學
理
よ
り
割
出
し
た
る
が
如
く
に
、
世
界
の
最
優
等
人
種
は
白
色
人
種
に
の
み
限

る
も
の
と
し
、
東
洋
黄
色
人
種
其
他
は
未
來
永
刧
白
色
人
種
を
凌
駕
す
る
能
は
ざ
る
も
の
と
斷
定
せ
り
、
吾
人
は
一
度

は
西
洋
の
開
化
に
眩
惑
し
て
或
は
然
ら
ん
と
も
考
へ
た
り
け
れ
ど
も
、
西
洋
其
物
を
實
視
す
る
に
及
ん
で
其
の
大
に
誤

ま
れ
る
を
自
覺
し
、
今
回
の
戰
爭
に
由
り
て
、
吾
人
眞
の
開
化
は
或
は
反
つ
て
西
洋
人
に
優
る
と
こ
ろ
あ
る
べ
し
と
考

へ
し
む
る
に
至
れ
り

世
界
に
白
色
人
種
に
優
る
人
種
な
く
黄
色
人
種
は
到
底
劣
等
人
種
と
西
洋
人
が
判
斷
し
た
る
は
彼
等
自
稱
開
進
光
明

國
民
の
無
學
粗
漏
を
自
證
す
る
も
の
な
れ
ど
も
、
余
輩
は
少
し
く
彼
れ
の
此
妄
斷
に
斟
酌
を
加
へ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も

の
あ
る
な
り
、
彼
等
は
東
洋
に
支
那
の
覇
た
る
を
思
へ
り
、
支
那
人
民
は
東
洋
に
於
て
大
數
に
し
て
實
際
最
も
開
け
た

る
民
な
る
こ
と
を
思
へ
り
、
支
那
人
が
大
數
な
る
故
に
其
内
よ
り
見
本
を
取
り
、
其
人
種
を
標
凖
と
し
て
日
本
帝
國
民
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を
忖
度
し
た
り
、
彼
等
は
支
那
人
同
樣
の
人
種
が
少
し
ば
か
り
日
本
と
云
ふ
島
に
殖
民
し
て
國
を
作
し
た
り
と
考
へ
つ

ゝ
あ
り
し
な
り
、
支
那
を
除
け
ば
日
本
は
無
き
も
同
然
と
考
へ
た
り
し
な
り
、
其
支
那
國
支
那
人
が
今
日
の
如
き
支
那

國
支
那
人
、
西
洋
人
が
之
に
由
り
て
日
本
を
忖
度
し
た
る
又
大
に
恕
す
べ
き
も
の
あ
る
に
非
ず
や
、
則
は
ち
之
を
反
言

す
れ
ば
日
本
人
は
支
那
人
の
爲
め
に
其
眞
髓
を
誤
ま
ら
れ
て
非
常
に
世
界
人
民
よ
り
寃
罪
を
祈
り
た
り
し
な
り
、
此
點

よ
り
し
て
も
充
分
日
本
は
支
那
を
膺
懲
し
、
之
を
開
發
し
嚮
導
し
て
以
て
進
む
の
權
利
義
務
あ
る
も
の
と
す

今
回
征
清
の
擧
、
弱
韓
を
助
け
て
其
獨
立
を
鞏
固
に
し
、
盲
清
を
膺
懲
開
發
し
て
幸
福
の
民
と
し
、
以
て
東
洋
の
太
平

を
謳
歌
せ
ん
と
す
る
の
目
的
に
し
て
、
戰
爭
の
仕
方
敵
國
に
對
す
る
方
法
、
完
全
無
缺
文
明
大
國
の
所
爲
と
し
て
一
も

嘴
を
入
る
ゝ
能
は
ざ
る
程
な
れ
ど
も
、
歐
洲
人
の
或
る
も
の
は
尚
日
本
の
眞
髓
を
看
破
せ
ざ
る
ぞ
愚
な
る
、
余
が
友
の

一
人
去
歳
々
末
に
歐
洲
某
國
に
渡
航
し
た
る
も
の
ゝ
通
信
は
其
國
民
が
日
本
に
對
し
て
抱
く
と
こ
ろ
の
思
想
を
書
き
出

し
て
面
白
き
も
の
あ
り
、
彼
れ
の
通
信
中
に
曰
く

昨
今
こ
そ
は
如
何
な
頑
固
な
○
國
民
で
も
稍
吾
帝
國
の
眞
價
を
認
め
來
り
候
へ
ど
も
、
未
だ
に
支
那
を
開
化
が
り
て

眞
底
よ
り
日
本
を
知
り
候
も
の
は
少
な
く
、
情
な
き
否
○
人
に
取
り
て
は
其
無
學
な
る
を
憫
と
思
ふ
程
に
御
座
候
、
今

此
度
の
戰
爭
の
始
よ
り
今
日
（
威
海
衛
陷
落
に
至
る
迄
）
に
至
る
ま
で
一
般
○
國
人
が
如
何
に
考
へ
又
如
何
に
其
考
へ

を
變
化
し
來
り
た
る
乎
を
左
に
描
出
仕
り
貴
覽
に
供
し
候

第
一
戰
爭
の
將
に
始
ま
ら
ん
と
す
る
時

『
日
本
が
清
と
戰
ふ
？
聞
い
て
諦
れ
た
も
の
だ
、
止
せ
ば
善
い
の
に
、
蟷
螂
が
斧
だ
、
兎
角
ジ
ャ
ツ
プ
は
生
意
氣
で
困

る
、
西
洋
風
を
眞
似
る
の
は
善
い
が
、
上
面
ば
か
り
眞
似
て
無
茶
苦
茶
で
只
や
つ
て
居
る
ば
か
り
だ
、
何
と
言
つ
た
つ

て
も
國
は
三
十
倍
も
小
さ
く
、
人
口
は
十
倍
も
少
な
い
、
夫
れ
に
手
向
ふ
な
ん
ぞ
つ
て
、
身
の
程
知
ら
ぬ
も
隨
分
酷
い

第
二
牙
山
及
び
黄
海
戰
爭
の
後

『
オ
ヤ
々
々
？
…
…
…
然
し
一
躰
日
本
人
は
容
躰
は
小
さ
い
が
氣
が
勝
つ
て
る
人
民
だ
か
ら
、
始
め
の
一
度
や
二
度
は

- 10 -

勝
つ
か
も
知
れ
な
い
、
寧
ろ
支
那
人
は
安
心
し
て
か
ゝ
つ
た
ら
う
、
マ
ア
見
て
お
い
で
な
さ
い
、
迚
も
駄
目
だ
か
ら

第
三
平
壤
の
陷
落
し
た
時

『
勝
に
乘
じ
て
と
云
ふ
の
だ
ら
う
、
マ
ア
夫
れ
に
し
て
も
見
掛
け
に
寄
ら
な
い
感
心
な
奴
だ
、
然
し
支
那
人
は
少
し
ジ

ヤ
ツ
プ
を
見
下
げ
て
係
つ
た
の
だ
ら
う
、
李
鴻
章
が
ホ
ン
の
手
下
の
も
の
を
や
つ
て
平
げ
樣
と
し
た
の
で
ま
だ
支
那
國

政
府
が
兵
を
派
遣
し
た
と
い
ふ
の
で
は
無
か
ら
う
、
何
を
言
つ
て
も
支
那
に
は
多
年
仕
込
ん
だ
潜
勢
力
が
堅
く
強
い
か

ら
幕
の
内
が
二
段
目
か
三
段
目
の
相
撲
を
あ
し
ら
ふ
樣
な
も
の
だ
、
本
式
に
立
上
ら
れ
て
は
日
本
は
溜
る
ま
い

第
四
旅
順
口
陷
落
の
前

『
平
壤
義
州
ま
で
は
漕
付
け
た
が
滿
州
の
寒
さ
に
や
ア
到
底
か
な
ふ
ま
い
、
そ
れ
に
今
日
の
電
報
に
由
つ
て
見
る
と
花

園
口
へ
上
陸
し
た
樣
だ
が
、
何
億
と
金
を
費
ひ
、
有
り
と
有
ら
ゆ
る
新
式
武
器
を
備
へ
付
た
旅
順
口
は
一
ト
月
や
二
月

で
落
ち
る
も
の
で
は
な
い

第
五
旅
順
ロ
陷
落
の
後

『
案
外
に
脆
く
落
ち
て
仕
舞
つ
た
の
は
ど
う
も
不
思
議
だ
、
支
那
人
も
商
賣
は
上
手
だ
が
戰
は
餘
り
上
手
で
な
い
と
見

え
る
な
、
日
本
は
學
生
を
海
外
へ
派
遣
し
た
り
な
ぞ
し
て
、
お
れ
の
國
へ
も
士
官
を
見
習
に
寄
越
し
た
り
、
又
軍
艦
を

誂
へ
た
り
な
ど
し
た
か
ら
、
ツ
マ
リ
夫
等
の
爲
だ
ら
う
、
夫
れ
に
し
て
も
餘
ま
り
馬
鹿
に
も
な
ら
ぬ
ぞ

第
六
威
海
衛
陷
落
（
丁
汝
昌
の
降
參
前
）
の
時

『
實
際
力
量
は
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、
日
本
は
疾
か
ら
清
國
と
戰
ふ
積
り
で
盛
ん
に
用
意
し
て
居
た
に
違
ひ
な
い
、

斯
う
善
く
徃
く
と
云
ふ
の
は
案
外
だ
、
然
し
兎
に
角
東
洋
で
は
最
強
國
と
稱
し
て
可
か
ら
う

斯
う
勢
に
乘
さ
ら
れ
て
は
何
ん
な
事
を
清
に
要
求
す
る
か
も
知
れ
な
い
、
少
し
お
れ
の
國
の
東
洋
艦
隊
の
軍
艦
を
殖
し

て
厭
力
を
加
へ
て
置
か
な
い
と
い
け
な
い

彼
等
の
考
想
の
如
何
に
變
化
せ
し
や
は
瞭
と
し
て
明
な
り
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「
タ
イ
ム
ス
」
は
英
國
一
の
新
聞
な
り
、
否
世
界
第
一
の
新
聞
な
り
、
其
タ
イ
ム
ス
は
今
回
の
戰
爭
の
始
に
於
て
如

何
な
る
説
を
立
て
し
か
、
試
に
去
歳
十
月
下
旬
の
社
説
に
就
て
一
閲
せ
よ
、
彼
れ
は
實
に
左
の
如
く
云
へ
り

北
京
攻
撃
は
一
時
實
事
ら
し
く
傳
播
さ
れ
た
れ
ど
も
、
此
事
の
如
き
は
ホ
ン
の
一
時
の
痴
人
の
夢
想
（a

beautiful
dream

）
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
…
…
…
臺
灣
島
へ
の
征
進
は
今
日
位
の
海
軍
で
は
到
底
實
行
を
得
べ
か
ら
ず
、
譬
へ
日
本

は
鴨
緑
江
に
て
捷
利
を
得
て
自
慢
心
は
有
し
て
は
居
て
も
駄
目
な
り
…
…
…
旅
順
口
攻
撃
の
如
き
は
唯
口
に
稱
へ
ら
る

ゝ
の
み
に
止
ま
り
て
實
地
着
手
は
中
々
に
仕
能
ふ
ま
じ
、
マ
カ
リ
や
り
損
く
な
つ
た
ら
一
大
事
、
日
本
人
に
大
不
得
策
、

殊
に
冬
期
に
向
は
ん
と
す
る
今
日
に
在
つ
て
は
尚
更
な
り

右
に
掲
げ
た
る
目
論
見
は
列
べ
た
ば
か
り
で
到
底
實
に
駄
目
な
る
べ
し
、
タ
ト
ヘ
一
ト
月
を
與
ヘ
、
又
は
日
本
人
の
望

通
り
に
六
周
日
を
與
へ
て
も
成
功
は
萬
覺
束
な
か
る
べ
し
、
總
て
日
本
人
が
始
め
出
し
た
る
此
度
の
戰
爭
は
實
に
雲
を

攫
む
樣
な
戰
爭
に
し
て
、
日
本
が
稱
ふ
る
「
支
那
の
野
蠻
を
膺
懲
し
開
明
の
光
輝
を
注
入
し
て
共
に
幸
福
生
存
を
圖
る
」

な
ど
ゝ
云
ふ
事
は
此
上
も
な
き
六
ヶ
敷
き
事
覺
悟
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
夫
れ
よ
り
も
日
本
は
早
く
戰
爭
を
止
め
て
其
非

望
を
斷
念
す
る
こ
と
を
要
す
…
…
…

此
社
説
が
タ
イ
ム
ス
に
載
せ
ら
れ
て
、
而
し
て
未
だ
旬
日
な
ら
ず
し
て
旅
順
口
は
美
事
吾
軍
の
手
に
入
れ
り
、
而
し

て
遼
東
半
島
連
戰
連
捷
北
京
に
も
將
に
進
撃
す
る
の
機
會
を
顯
は
し
た
り
き
、
余
は
實
に
此
報
の
達
し
た
る
時
の
タ
イ

ム
ス
記
者
の
顏
が
見
た
か
り
し
な
り

大
英
國
に
於
て
學
者
の
中
に
其
人
あ
り
と
知
ら
れ
た
る
、
サ
ー
、
ト
ー
マ
ス
、
ウ
ヱ
ー
ド
氏
（
カ
ム
ブ
リ
ツ
ジ
大
學

清
語
教
授
）
、
英
國
人
民
は
大
な
る
信
用
を
以
て
其
説
を
聞
く
と
こ
ろ
の
ウ
ヱ
ー
ド
先
生
の
説
に
云
は
く
、
日
本
は
多

年
總
て
の
用
意
を
整
ヘ
て
從
事
し
た
る
事
ゆ
ゑ
、
戰
爭
に
は
或
は
勝
つ
べ
し
、
偖
清
國
全
敗
し
て
或
は
其
首
都
を
北
京

よ
り
他
に
移
す
等
の
事
あ
ら
ば
、
國
内
は
今
の
皇
室
に
不
人
望
を
な
し
、
叛
逆
を
企
て
ゝ
國
内
擾
亂
す
べ
し
、
茲
に
至

つ
て
歐
米
各
強
國
の
沈
默
せ
ん
と
す
る
も
得
べ
か
ら
ず
、
武
力
を
以
て
干
渉
し
、
各
其
地
を
分
割
し
て
占
領
す
べ
き
な
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り
、
偖
日
本
は
如
何
に
成
行
く
か
と
云
へ
ば
、
折
角
に
清
國
に
打
勝
ち
て
も
數
年
を
經
ず
し
て
今
度
は
自
ら
犧
牲
と
な

り
、
恰
か
も
自
己
が
清
國
を
討
撃
し
蹂
躙
し
た
る
が
如
く
に
、
歐
米
國
民
の
爲
め
に
干
渉
せ
ら
れ
、
奪
略
せ
ら
れ
て
止

む
可
し
、
云
々

余
輩
は
固
よ
り
此
の
如
き
ウ
ヱ
ー
ド
氏
の
迷
論
に
感
服
す
る
も
の
な
り
、
ウ
ヱ
ー
ド
氏
が
ウ
イ
ス
キ
ー
を
飮
ん
で
吐

き
た
る
論
と
し
て
、
其
面
白
き
に
一
笑
を
催
す
と
こ
ろ
な
れ
ど
も
、
彼
の
英
國
の
人
士
は
多
く
眞
面
目
に
此
論
を
（
少

な
く
と
も
戰
爭
の
始
め
に
於
て
）
信
用
す
る
ぞ
憫
な
れ
、
而
し
て
彼
の
心
中
は
果
し
て
如
何

彼
等
は
兇
漢
小
山
の
所
行
を
聞
い
て
何
と
日
本
を
評
し
た
り
し
や
。「
矢
張
東
洋
野
蠻
的
の
性
行
（Eastern

barbarous
style

）
を
免
か
れ
ざ
り
し
」
と
速
斷
し
た
る
に
非
ず
や
、
彼
等
は
無
條
件
休
戰
許
可
を
聞
い
て
何
と
評
し
た
り
し
や
、

之
を
稱
揚
せ
ざ
り
し
に
は
非
ざ
る
も
「
日
本
皇
帝
陛
下
が
休
戰
を
許
し
給
へ
る
は
李
鴻
章
の
兇
變
を
悲
ま
せ
ら
る
ゝ
に

出
で
た
り
と
い
ふ
は
、
未
だ
遽
か
に
信
ず
べ
か
ら
ず
、
日
本
は
元
來
斯
か
る
人
情
の
爲
に
國
是
の
方
針
を
動
か
さ
ゞ
る

を
常
と
す
れ
ば
な
り
、
然
れ
ど
も
若
し
日
本
に
し
て
果
し
て
公
然
兇
變
に
免
じ
て
此
擧
を
爲
し
た
り
と
せ
ば
、
日
本
は

優
く
も
宇
内
の
輿
論
に
順
行
す
る
に
至
り
た
る
を
證
す
べ
し
、
云
々
」
此
批
評
振
り
を
熟
味
せ
よ
、
休
戰
は
兇
變
の
爲

な
り
と
云
ふ
を
疑
ひ
、
日
本
は
元
來
斯
の
如
き
義
侠
高
義
を
知
ら
ざ
る
の
國
と
な
せ
る
な
り
、
果
し
て
公
然
、
堂
々
た

る
無
條
件
休
戰
條
約
の
冐
頭
第
一
を
讀
ま
ば
彼
れ
は
如
何
す
る
や
、
彼
れ
は
常
に
反
對
に
惡
の
推
測
を
下
す
、
而
し
て

我
は
常
に
其
反
對
の
善
に
行
へ
り
、
彼
れ
は
其
見
込
違
ひ
の
何
時
も
甚
だ
し
き
よ
り
彼
れ
自
身
に
不
愉
快
を
買
ひ
、
公

明
正
大
の
評
を
下
さ
ず
し
て
嫉
羨
の
心
を
以
て
知
ら
ず
～
～
に
我
れ
に
對
す
る
が
如
し
、
彼
れ
今
日
も
尚
吾
が
眞
價
を

認
め
ざ
る
乎
、
日
本
人
は
彼
れ
に
劣
る
と
す
る
乎
、
黄
色
人
種
は
白
色
に
及
ば
ず
と
す
る
乎
、
尚
白
色
人
種
を
以
て
最

優
等
の
人
と
族
認
む
る
乎

歐
洲
に
於
け
る
人
種
は
總
て
之
れ
白
皙
人
種
に
非
ず
や
、
然
か
も
其
或
者
は
日
本
人
よ
り
も
遙
か
に
蒙
昧
な
る
も
の

に
非
ず
や
、
其
社
會
は
不
完
全
な
る
も
の
あ
る
に
非
ず
や
、
其
財
政
は
亂
れ
た
る
も
の
あ
る
に
非
ず
や
、
就
中
公
徳
の
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亡
退
し
倫
理
の
亂
れ
た
る
は
歐
洲
何
れ
の
邦
國
に
於
て
も
然
ら
ざ
る
な
き
な
り
、
獨
り
第
二
等
國
と
云
は
る
ゝ
も
の
に

止
ま
ら
ず

試
に
視
よ
、
歐
洲
に
於
て
米
國
に
於
て
、
其
中
心
に
於
て
尚
今
日
も
恐
る
可
き
野
蠻
的
の
非
行
社
會
に
多
き
は
何
ぞ

や
、
余
は
他
國
民
の
非
行
欠
典
を
擧
げ
て
茲
に
列
擧
す
る
は
敢
て
好
ん
で
す
る
に
は
非
ざ
れ
ど
も
、
歐
米
國
民
も
未
だ

决
し
て
光
輝
あ
る
開
明
國
に
非
ず
、
日
本
國
民
は
决
し
て
彼
れ
に
劣
り
た
る
人
種
に
非
ず
、
人
間
に
難
し
と
す
る
無
形

道
徳
の
開
化
に
至
つ
て
は
反
つ
て
西
洋
人
に
卓
越
し
、
今
日
以
後
は
有
形
無
形
共
に
早
く
彼
等
よ
り
も
文
明
開
化
を
作

り
、
世
界
に
於
て
劈
頭
第
一
に
完
全
な
る
眞
の
文
明
國
と
な
る
べ
し
と
云
ふ
事
を
證
據
立
て
ん
が
爲
め
に
、
歐
米
國
民

の
間
に
於
け
る
非
行
事
件
を
一
二
茲
に
曝
露
せ
ん
と
す
、

余
は
第
一
に
英
國
に
就
て
見
ん
、
讀
者
は
龍
動
ホ
ワ
イ
ト
シ
ヤ
ペ
ル
に
於
け
る
虐
殺
事
件
を
知
れ
り
や
、
一
ト
月
餘

り
の
短
か
き
時
間
に
十
數
人
の
女
が
交
る
々
々
に
酷
殺
せ
ら
れ
、
肢
躰
を
屠
ら
れ
陰
部
を
〓
り
去
ら
れ
、
而
し
て
警
察

は
血
眼
に
な
り
て
探
偵
を
盡
し
て
其
目
的
を
果
す
こ
と
能
は
ざ
り
し
に
非
ず
や
、
自
治
黨
の
綜
理
有
名
な
る
パ
ー
ネ
ル

氏
は
オ
シ
ア
陸
軍
大
佐
の
夫
人
と
姦
通
し
て
遂
に
夫
婦
の
如
く
な
り
た
る
に
非
ず
や
、
白
鬼
は
白
晝
に
横
行
し
錢
を
巡

査
に
與
へ
て
淫
行
を
擅
に
す
る
に
非
ず
や
、
人
は
同
じ
く
巡
査
に
錢
を
拂
ひ
て
公
道
に
垂
れ
流
し
を
す
る
に
非
ず
や

佛
國
は
如
何
、
吾
國
民
に
類
似
せ
る
性
質
を
保
有
し
、
而
し
て
常
に
何
事
に
も
同
情
を
表
し
呉
る
ゝ
佛
國
民
の
社
會
は

道
徳
倫
理
の
道
に
於
て
は
著
し
く
衰
退
せ
り
、
而
し
て
此
事
は
彼
の
社
會
に
於
て
も
識
者
は
大
に
憂
ひ
て
矯
正
改
良
の

策
を
廻
ら
し
つ
ゝ
あ
る
も
の
な
り
、
佛
國
民
に
於
て
著
し
き
欠
典
は
道
徳
と
す
、
盖
し
世
界
人
士
が
巴
里
等
を
以
て
極

樂
に
等
し
き
娯
樂
の
塲
所
と
す
る
は
、
己
れ
が
内
心
に
思
ふ
私
慾
を
意
の
如
く
に
施
し
能
ふ
故
な
り
、
試
に
看
よ
、
巴

里
に
於
け
る
賣
淫
婦
の
數
三
萬
を
越
ゆ
と
云
ふ
に
非
ず
や
、
市
中
は
云
に
及
ば
ず
、
芝
居
寄
席
鐵
道
列
車
の
中
、
鐵
道

馬
車
の
内
、
隅
々
隈
々
二
六
時
中
、
白
鬼
を
見
ざ
る
な
き
は
其
實
景
な
り
、
賣
淫
婦
は
此
の
如
し
と
し
て
中
等
上
等
の

婦
女
子
の
或
者
は
如
何
、
余
は
ジ
ル
ブ
ラ
と
稱
す
る
大
新
聞
の
廣
告
に
左
の
如
き
廣
告
を
見
た
る
こ
と
を
記
憶
せ
り
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J.F.jol.dist.des.am
iriche,hon.age.A

.I.D
bur.68

．

〔
譯
文
〕
若
き
美
し
き
秀
で
た
る
一
婦
人
、
富
貴
な
る
年
頃
の
友
達
を
求
む
、
符
號
當
新
聞
社
六
十
八
號
エ
ー
、
ア
イ
、

デ
ー
宛
に
て
返
事
を
寄
越
さ
る
べ
し

Jne.h.seul,fort.des.passer.belle
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av.J.pers.jolie,station

エ
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ユ
ーchoix.Ecr.av.phot.E.V
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M
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〔
譯
文
〕
獨
身
の
若
き
健
全
な
る
男
子
若
き
美
し
き
女
子
と
此
夏
季
を
何
れ
か
の
遊
び
塲
に
過
さ
ん
と
す
、
御
望
の
御

婦
人
は
寫
眞
を
添
へ
て
馬
耳
塞
郵
便
局
留
置
郵
便
を
以
て
御
申
越
あ
れ

J.F.du
m

onde
des.am

im
em

e
age

q.aid
p

toil.A
.L.124post.rest.PlaceC

lichy.

〔
譯
文
〕
去
る
身
柄
の
若
き
一
婦
人
同
年
の
男
子
に
し
て
化
粧
の
世
話
な
ど
出
來
る
も
の
あ
ら
ば
友
達
に
持
ち
た
し
、

御
望
の
仁
は
ク
リ
ツ
シ
エ
ー
町
郵
便
局
留
置
郵
便
符
號
ヱ
ー
ヱ
ル
宛
申
込
ま
る
べ
し

佛
國
の
社
會
に
は
斯
の
如
く
に
淫
事
公
行
せ
ら
れ
て
而
し
て
人
は
左
程
に
不
都
合
と
も
思
惟
せ
ざ
る
な
り
、
豈
驚
ろ
く

べ
き
に
非
ず
や

開
化
が
進
め
ば
進
む
程
、
殺
伐
的
の
出
來
事
は
減
ず
る
道
理
な
る
に
、
佛
國
に
て
は
今
日
も
尚
决
鬪
を
行
へ
り
、
中

流
以
下
の
社
會
の
み
に
非
ず
し
て
、
國
務
大
臣
の
如
き
上
流
の
人
士
が
屡
々
决
鬪
を
行
へ
り
、
夫
れ
决
鬪
は
一
面
よ
り

考
ふ
れ
ば
勇
武
の
魂
を
養
ひ
て
良
好
な
る
結
果
を
一
國
民
に
與
ふ
る
が
如
し
と
雖
も
、
野
蠻
の
遺
習
方
法
た
る
こ
と
は

到
底
免
か
れ
ず
、
干
戈
に
訴
へ
ず
し
て
事
理
曲
直
を
明
か
に
し
得
ざ
る
の
理
屈
は
な
し
、
道
理
を
以
て
爭
論
を
完
濟
し

得
ざ
る
は
之
れ
野
蠻
世
界
に
非
ず
乎

此
他
、
六
十
歳
の
男
子
が
十
歳
の
少
女
を
強
姦
し
た
る
事
あ
り
、
グ
レ
ヴ
イ
ー
大
統
領
の
婿
ウ
イ
ル
ソ
ン
が
賣
爵
を

な
し
た
る
こ
と
あ
り
、
近
く
は
又
、
一
人
の
敵
な
く
人
望
類
な
か
り
し
カ
ル
ノ
ー
を
刺
殺
し
た
る
兇
漢
の
如
き
も
の
あ

り
、
何
れ
も
文
明
を
疵
け
た
る
六
汚
行
た
る
を
免
か
れ
ず
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獨
墺
に
於
て
は
如
何
、
某
貴
顯
は
常
に
一
女
優
に
狃
れ
給
ひ
て
梅
毒
を
受
け
さ
せ
給
ひ
た
る
話
し
も
あ
り
、
某
皇
太

子
は
妻
子
を
持
ち
な
が
ら
某
伯
爵
夫
人
と
私
通
し
て
其
極
情
死
を
遂
げ
ら
れ
た
る
例
も
あ
り
、
平
民
男
女
間
の
私
通
は

殆
ん
ど
公
然
、
盖
し
今
日
よ
り
甚
だ
し
き
も
の
あ
ら
ざ
る
べ
し

白
耳
義
に
於
て
は
如
何
、
去
年
ア
ン
ト
ウ
ア
ー
プ
府
の
上
流
社
會
に
人
も
知
り
た
る
某
夫
人
は
只
々
暴
富
を
得
ん
が
爲

に
二
ヶ
年
の
内
に
其
實
の
妹
や
叔
父
や
夫
れ
の
み
な
ら
ず
最
愛
の
夫
を
も
毒
殺
し
て
保
險
金
を
詐
取
し
た
る
が
如
き
恐

ろ
し
き
事
あ
り

又
議
員
選
擧
の
際
の
如
き
、
黨
爭
の
極
腕
力
武
器
に
訴
へ
、
國
中
暗
澹
た
る
景
况
を
呈
せ
る
が
如
き
、
余
が
屡
々
實

視
し
た
る
所
な
り

又
社
會
黨
の
如
き
、
國
中
に
蔓
延
し
て
殘
毒
を
逞
く
し
爆
裂
藥
を
利
用
し
て
公
安
を
害
す
る
な
ど
の
例
少
な
か
ら
ざ

る
な
り

露
國
に
於
て
は
如
何
、
虚
無
黨
な
る
も
の
屡
々
殘
虐
手
段
を
行
ふ
て
王
族
を
害
し
、
恐
る
べ
き
手
段
を
以
て
社
會
を

横
行
せ
り

偖
又
北
米
合
衆
國
に
於
て
は
如
何
、
大
山
賊
大
強
盜
、
鐵
道
列
車
を
山
中
に
劫
か
し
て
殺
伐
奪
畧
を
擅
に
す
る
こ
と

は
珍
ら
し
か
ら
ず
、
尚
之
よ
り
も
見
苦
し
き
は
、
勞
働
者
と
資
本
主
と
の
調
和
一
致
せ
ず
し
て
、
單
に
同
盟
罷
工
を
な

す
に
止
ま
ら
ず
し
て
、
武
器
を
以
て
資
本
家
を
刧
か
し
、
堂
々
た
る
都
府
の
中
心
に
腕
力
を
用
ゐ
て
目
的
を
達
せ
ん
と

す
る
が
如
き
、
亞
弗
利
加
に
於
て
の
み
見
る
べ
き
所
行
は
社
會
に
絶
え
ざ
る
な
り

總
じ
て
歐
米
國
は
耶
蘇
教
國
に
て
有
り
な
が
ら
實
際
に
は
自
由
考
想
家
多
く
し
て
耶
蘇
教
は
措
て
問
は
れ
ざ
る
に
非
ず

や
以
上
掲
げ
た
る
と
こ
ろ
の
邦
國
は
歐
洲
の
大
國
則
ち
世
界
の
大
國
、
最
も
光
輝
あ
る
文
明
國
（M

ost
enlightend

people

）
と
稱
す
る
も
の
な
り
、
而
し
て
以
上
列
擧
す
る
例
題
の
如
き
こ
と
社
會
に
其
跡
を
絶
た
ざ
る
は
何
ぞ
や
、
第
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二
等
國
以
下
の
歐
洲
諸
國
の
如
き
喋
々
を
要
せ
ず
し
て
推
知
す
る
に
難
か
ら
ざ
る
べ
し

彼
等
は
一
概
に
白
色
人
種
を
以
て
最
優
等
最
完
全
人
種
と
な
し
、
黄
色
其
他
の
人
種
を
以
て
劣
等
人
種
と
な
せ
り
、
彼

等
は
餘
り
に
自
信
深
し
、
彼
等
は
餘
り
に
自
傲
大
な
り
、
英
國
新
聞
は
頃
日
頻
り
に
其
紙
上
に
支
那
の
執
念
く
も
和
を

口
に
せ
ざ
る
を
云
ひ
、
其
自
信
自
傲
を
折
り
て
日
本
と
媾
和
す
べ
き
こ
と
を
勸
告
し
、
余
輩
も
亦
之
れ
に
同
感
を
表
す

る
も
の
な
れ
ど
も
、
先
づ
第
一
に
英
國
人
自
身
も
其
自
信
自
傲
を
止
め
て
可
な
り
、
明
か
に
眞
實
に
日
本
の
彼
等
に
寸

毫
も
劣
ら
ざ
る
優
等
人
民
な
る
こ
と
を
承
認
し
て
可
な
り
、
黄
色
人
種
の
中
に
て
も
日
本
人
と
い
ふ
も
の
あ
る
こ
と
を

認
め
て
可
な
り
、
色
の
相
違
を
以
て
一
途
に
人
種
の
優
劣
を
判
斷
し
能
は
ず
と
肯
諾
す
る
を
要
す

西
洋
人
は
文
明
開
化
は
西
洋
に
の
み
有
り
と
固
信
す
る
が
故
に
西
洋
よ
り
外
は
深
く
研
究
せ
ず
、
西
洋
よ
り
外
に
は
眼

界
淺
薄
な
り
、
彼
等
は
己
れ
の
み
を
知
り
て
他
を
知
ら
ず
、
吾
國
は
元
來
世
界
の
歴
史
の
潮
流
に
出
で
ず
沈
默
し
て
あ

り
し
の
故
を
以
て
彼
は
和
を
知
ら
ず
、
只
知
ら
ず
、
只
彼
等
に
始
め
て
の
一
新
國
民
な
る
が
故
に
直
ち
に
未
開
と
斷
定

し
、
劣
等
人
種
と
誤
解
せ
る
な
り
、
而
し
て
吾
れ
は
東
洋
に
多
數
の
、
然
か
も
今
日
の
如
く
に
野
蠻
的
の
形
質
あ
る
支

那
人
の
爲
め
に
其
評
判
を
被
ぶ
り
た
る
な
り

吾
れ
は
永
く
眠
り
つ
ゝ
あ
り
た
れ
ど
も
、
國
内
に
秩
序
あ
る
美
し
き
社
會
を
な
し
て
一
天
下
と
し
て
生
活
し
つ
ゝ
あ

り
し
な
り
、
立
派
な
る
一
の
開
化
を
有
し
て
生
活
し
つ
ゝ
あ
り
し
な
り
、
吾
れ
は
自
然
の
勢
道
に
從
ひ
て
國
を
開
き
、

而
し
て
世
界
を
見
た
り
、
世
界
の
他
の
文
明
を
見
た
り
、
他
の
文
明
を
見
て
其
珍
ら
し
く
重
寳
な
る
又
外
觀
の
美
な
る

に
眼
く
ら
み
て
一
途
に
之
を
此
上
な
き
も
の
と
思
へ
り
、
然
し
な
が
ら
、
途
中
に
於
て
熟
考
せ
り
、
自
己
固
有
の
文
明

よ
り
思
ひ
返
へ
せ
り
、
則
は
ち
自
己
も
亦
一
の
文
明
西
洋
人
の
知
ら
ざ
る
一
の
文
明
を
有
せ
る
こ
と
を
發
見
し
、
之
を

保
持
す
る
こ
と
を
務
め
た
り
、
即
は
ち
日
本
は
西
洋
の
開
化
を
講
究
し
盡
し
、
而
し
て
之
に
自
己
固
有
の
開
化
を
加
へ

て
一
の
大
開
化
を
作
せ
る
も
の
な
り

世
界
人
士
若
し
此
儘
に
し
て
進
ま
ん
か
、
吾
が
日
本
帝
國
は
有
形
無
形
東
西
洋
の
開
化
を
蒐
め
て
世
界
に
雄
飛
せ
ん
、
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精
を
拔
き
華
を
取
り
た
る
眞
文
明
を
形
造
く
り
て
、
世
界
の
歴
史
に
一
ト
花
咲
か
す
べ
し
、
“Fin

desiecle

”
（
十
九
世

紀
の
末
路
）
に
在
る
歐
洲
世
界
は
無
形
道
徳
精
神
的
の
文
明
に
於
て
は
同
じ
く
末
路
に
在
る
乎
、
日
本
大
帝
國
の
戰
捷

新
文
明
の
曙
光
は
社
會
人
士
の
内
心
を
刺
撃
せ
ざ
る
乎
、
朝
日
に
匂
ふ
山
櫻
は
此
卯
月
に
會
へ
り
、
花
は
滿
ち
、
雪
と

景
色
を
添
へ
、
月
も
稍
景
色
を
と
ゝ
の
へ
た
る
此
卯
月
は
、
斯
國
民
を
し
て
心
腕
を
擅
に
せ
し
む
る
也

お
わ
り
に

明
治
時
代
の
本
邦
に
お
け
る
欧
米
諸
国
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
右
の
三
資
料
を
読
み
解
く
こ
と
で
も
っ
て
そ
の
実

態
に
つ
い
て
確
か
め
て
き
た
。
こ
の
こ
と
が
、
現
代
の
日
本
文
化
と
欧
米
文
化
に
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
き

て
い
る
の
か
を
こ
こ
で
考
え
て
欲
し
い
。
最
後
に
、
日
本
の
自
然
風
土
に
勝
る
も
の
は
無
し
と
い
う
話
し
を
し
て
お
く
。

そ
の
一
つ
に
豊
か
な
水
の
惠
み
を
忘
れ
て
は
成
る
ま
い
。


